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吉備の残影を歩く―もう一つの古代王権を巡る探査



瀬戸内海に面し、豊かな平野を抱く岡山平野を中心とした一帯には、かつて「吉備（きび）」と呼ばれる強大な古代国家が存在した。私たちが学校の教科書で習う古代史は、その大半が奈良や大阪、すなわち畿内の大和朝廷を中心とした物語である。

しかし、一歩この吉備の地に足を踏み入れ、地表に盛り土された巨大な古墳や、山頂に聳える古代山城の遺構を目の当たりにすると、教科書の記述の裏に隠された、もう一つの壮大な「歴史の可能性」が静かに立ち上がってくる。

吉備国を巡る歴史的探査の魅力は、まさにこの「失われたもう一つの主役」の息吹を、五感を通じて体感できる点にある。

巨大古墳群

吉備探査の幕開けとしてふさわしいのは、何と言っても総社平野に横たわる巨大古墳群だろう。なかでも、全国第４位の規模を誇る造山（つくりやま）古墳は、吉備の圧倒的な力を象徴する最大のモニュメントである。

全長約３５０メートルに及ぶこの前方後円墳の特異さは、その規模だけでなく、「実際に墳丘の上に登ることができる、全国最大の古墳」という点にある。

畿内にある百舌鳥・古市古墳群の巨大古墳（大仙陵古墳など）が、厳重な柵と濠に守られ、立ち入りを拒む「聖域」として存在するのとは対照的だ。

造山古墳の急な斜面を登り、後円部の頂に立つ。周囲を見渡せば、遮るもののない広大な平野が広がり、遠くには吉備の山々が霞んでいる。５世紀前半、この地にこれほど壮大な墳墓を築くことができた首長は、一体どのような人物だったのだろうか。

当時の大和朝廷の天皇陵にも匹敵するこの規模は、吉備が単なる地方の豪族ではなく、大和と対等、あるいはそれを脅かすほどの独立した経済力と政治力を備えた「王権」であったことを雄弁に物語っている。

足元に転がる石くれ一つにも、千数百年前の興亡のドラマが染み込んでいるように感じられ、胸が高鳴るのを抑えられない。

桃太郎伝説と渡来系・温羅一族

吉備の魅力を語る上で、もう一つ外せないのが、全国に知られる「桃太郎伝説」の原型となった温羅（うら）伝説である。

物語の舞台となった総社市の「鬼ノ城（きのじょう）」を訪れると、伝説が単なるお伽話ではなく、生々しい歴史の記憶であったことが理解できる。

標高約４００メートルの鬼城山（きじょうざん）の山頂付近に築かれたこの城は、７世紀後半に唐・新羅の侵攻に備えて築かれたとも、あるいはそれ以前から吉備の独自の拠点であったともいわれる古代山城である。

復元された西門の前に立つと、その精緻な石垣の積み方や、版築（はんちく）と呼ばれる技法で固められた土塁の堅固さに圧倒される。

伝説では、この城に住まう異国の鬼「温羅」が人々を苦しめ、それを崇神天皇の皇子である吉備津彦命（きびつひこのみこと）が討伐したとされる。

しかし、歴史の視点を変えてみれば、温羅とは優れた製鉄技術を大陸から持ち込み、吉備を豊かにした渡来系の技術者集団のリーダーだったのではないか。

そして、その強大な技術と富を恐れた大和朝廷が、吉備津彦を派遣してこれを制圧した―。そう考えると、鬼ノ城から見下ろす美しい田園風景は、勝者の歴史によって「鬼」とされてしまった敗者たちの悲哀の舞台へと一変する。

この伝説の生々しさは、麓にある吉備津神社や吉備津彦神社へと引き継がれる。吉備津神社の境内に足を踏み入れると、まず目を奪われるのが、緩やかな傾斜に沿ってどこまでも続くかのような美しい「回廊」である。

全長約４００メートルに及ぶこの木造の回廊を歩いていると、時の流れが静かに減速していくような錯覚を覚える。この神社の奥深くには「御釜殿（おかまでん）」があり、今もお釜の鳴る音で吉凶を占う「鳴釜神事（なるかましんじ）」が執り行われている。

退治された温羅の首がこのお釜の下に埋められ、今も唸り声を上げているという伝承は、古代の怨念と鎮魂の文化が、現代にまで途切れることなく息づいている証拠である。

薄暗い御釜殿の中で、薪が燃える匂いと、微かに響く低音に耳を澄ませるとき、探査者は単なる観光客であることをやめ、古代の精神世界へと深く没入していく。

さらに考古学的な視点から吉備を掘り下げると、その技術力の高さに改めて驚かされる。吉備は古くから「真金吹く（まかねふく）」と称された、日本屈指の鉄の生産地であった。

鬼ノ城の周辺や阿曽の地では、古代の製鉄遺跡が多数発見されている。大和朝廷が求めてやまなかった「鉄」という戦略物資を自給し、さらに高度な鍛冶技術を持っていたからこそ、吉備はあれほど巨大な古墳を築き、独自の文化を花開かせることができたのだ。

古墳から出土する「特殊器台（とくしゅきだい）」と呼ばれる、文様が施された巨大な土器も吉備の独創性を物語る。これは後に大和へと伝わり、古墳を飾る「埴輪」へと発展していく。

つまり、私たちが「日本の伝統的な古墳文化」と思っているものの源流の一部は、ここ吉備の地で育まれたものなのだ。

歴史の川の流れが、畿内から地方へと一方通行に流れていたのではなく、地方の豊かな文化が畿内へと流れ込み、日本という国の形を作っていったというダイナミズムを、吉備の遺物は教えてくれる。

吉備国の関連地を巡る旅は、単に古い遺跡を見て回るだけの旅ではない。それは、現代ののどかな風景の随所に埋め込まれた「歴史の暗号」を解読していくような、極めて知的な冒険である。

山陽新幹線が走り、車が行き交う現在の岡山の街並みのすぐ背後に、古代の王たちの墓や、鬼と呼ばれた者たちの城が、今も厳然として存在している。

一日の探査を終え、夕暮れ時の吉備路を歩く。西の空が茜色に染まり、造山古墳や作山古墳のシルエットが、周囲の田んぼの中に浮かび上がる。

その光景は、千数百年前の古代人が見ていた景色と、おそらくそれほど大きくは変わらない。国家とは何か、権力とは何か、そして歴史に名を残せなかった者たちの営みとはどのようなものだったのか。

吉備の風に吹かれながらそんな思索に耽るとき、歴史的探査の魅力は最高潮に達する。私たちは吉備を巡ることで、日本史のもう一つの深層へと、確かに触れることができるのである。

吉備真備と和気清麻呂

さらに、中古の時代（飛鳥・奈良・平城・平安時代）になると、この地方の魅力は別次元となってくる。大和王権が内向きの権力闘争に明け暮れていた時代、吉備は海を越えてやってくる最先端の知性と技術を貪欲に吸収し、日本という国の土台を「プロデュース」する先進地であった。

まず、この地を語る上で外せないのが、古代日本の最高頭脳と称される吉備真備（きびのまきび）である。

地方豪族（下道氏）の出身でありながら、遣唐使として２度も唐に渡り、天文学、軍学、儒学など、ありとあらゆる大陸の知識を日本に持ち帰った。 

なぜ、吉備の地からこれほど突出した国際的知識人が生まれたのだろうか。その背景には、古代から吉備地方に根づいていた「渡来系秦氏（はたうじ）」らの存在が透けて見える。

秦氏は、優れた土木技術や養蚕、機織り、そして高度な金属精錬技術を日本にもたらしたとされる渡来系集団である。

吉備地方（特に備中エリア）は、古代から鉄の産地として知られ、秦氏をはじめとする渡来系技術者が多く定住していた。

真備が育った土壌には、すでに大陸の合理的で先進的な技術や、未知の文化を受け入れるオープンな気風が「地脈」として流れていたのである。

真備が「知」の巨人であるなら、同時代に吉備が生んだもう一人の英雄・和気清麻呂（わけのきよまろ）は「徳」の人である。

怪僧・道鏡が皇位を奪おうとした「宇佐八幡宮神託事件」の際、清麻呂は命の危険を顧みず「臣下が皇位に就くべからず」という正しい神託を持ち帰り、国家の危機を救った。のちに平安京の建都を実質的に主導したのも彼である。 

清麻呂の出身地は、吉備国の東部・現在の備前（岡山県和気町）にあたる。この和気氏もまた、秦氏などの渡来系氏族と深く結びつき、地域の開墾や産業の興隆に尽力した一族であった。

吉備の人々が培った「実利を重んじる技術」と「世界を見据える広い視野」は、清麻呂のなかに「筋の通った高潔な倫理観」として結実した。

私利私欲に走らず、国家のグランドデザインを冷徹かつ誠実に描き出すその姿勢は、大和の混沌とした政争から一歩引いた、吉備という独立独歩の風土が育てたものに他ならない。

このように、吉備真備、渡来系秦氏、和気清麻呂という三者の関係性を辿っていくと、吉備地方の魅力が立体的に浮かび上がってくる。

それは、「中央（大和）に従属する地方」ではなく、「中央を支え、導いた技術と理性の先進国」としての誇りである。

今、吉備路を歩けば、五重塔が美しい備中国分寺の周辺にのどかな田園風景が広がっている。しかしその静けさの底には、かつてタタラ場で鉄を打つ音が響き、異国の言葉が飛び交い、日本の未来を憂う知識人たちが熱く議論を交わした、ダイナミックな記憶が眠っているのだ。

穏やかな瀬戸内の気候の裏にある、大陸へと開かれた知のフロンティア。その歴史の陰影こそが、他のどこにもない、吉備地方だけの深く静かな魅力なのである。
岡山県吉備中山の山麓にある古代文化財センター





語り継がれる吉備の歴史的意義











古代の息吹を今に伝える岡山県吉備地方には、神話と歴史が分かちがたく結びついた独自の文化圏が広がっている。その中心に鎮座するのが名社・吉備津神社であり、これと対をなすように山頂にそびえるのが謎に満ちた古代山城・鬼ノ城である。

この二つの遺構を繋ぐ「温羅伝説（うらでんせつ）」は、単なるおとぎ話ではなく、古代吉備がいかに強大であり、大和朝廷にとってどのような存在であったかを雄弁に物語る歴史の写し鏡にほかならない。

吉備津神社に伝わる伝説によれば、かつて吉備の国には「温羅」と呼ばれる異国の鬼が住み着き、民を苦しめていたという。

これを受諾した崇神天皇は、皇子である吉備津彦命を遣わした。命は犬飼健、楽々森彦、留玉臣という三人の従者を従え、激しい戦いの末に温羅を討ち取ったとされる。

この温羅が城を構えた場所こそが鬼ノ城であり、吉備津彦命が陣を敷いたのが吉備津神社の地とされる。現在、全国に広く知られる「桃太郎」の童話は、この伝説が基になったというのが定説である。

しかし、歴史学や考古学の視点からこの伝説を読み解くとき、全く異なる深層が浮かび上がる。当時の吉備は、優れた製鉄技術と海上交通の利権を背景に、大和朝廷に匹敵する、あるいはそれを凌駕するほどの強大な文化と権力を誇っていた。

伝説における「鬼の首領・温羅」とは、実は百済などの大陸から優れた鉄器製造技術をもたらした渡来系、あるいは吉備独自の有力な在地首長であった可能性が高い。

すなわち、温羅伝説とは、大和朝廷が地方の先進地帯であった吉備を自らの支配下に組み込んでいく「征服の歴史」を、勝者の視点から神話へと昇華させたものと考えられるのである。

その象徴とも言える鬼ノ城は、標高約４００メートルの鬼ノ城山山頂に築かれ、敷地を囲む城壁や城門の遺構は、朝鮮半島の山城に類似した高度な建築技術を示している。

この堅固な要塞は、かつて大和朝廷の脅威となった吉備の軍事力の高さを物語ると同時に、後の白村江の戦い（６６３年）の敗北を経て、唐・新羅の侵攻に備えるために朝廷が改築・整備した国防の要でもあった。

鬼ノ城の圧倒的な威容は、吉備が単なる一地方ではなく、古代日本の国家形成における極めて重要な戦略的拠点であったことの揺るぎない証拠である。

吉備津神社と鬼ノ城が織りなす空間は、神話のロマンを今に伝えるだけでなく、中央と地方の確執、技術の伝播、そして国家の誕生という日本古代史のうねりを生々しく伝える。

伝説の裏に隠された歴史的意義に目を向けるとき、私たちは現代にまで続く吉備の豊かな文化の根源に触れることができるのである。




桃太郎伝説絵図









異形なる「鬼」の真実――吉備津神社と渡来系氏族の記憶


岡山県岡山市に鎮座する吉備津神社は、比翼入母屋造の壮麗な国宝本殿と、どこまでも続く美しい回廊で知られる山陽道屈指の大社である。一般には「桃太郎伝説」のルーツ、すなわち四道将軍・吉備津彦命が「温羅（うら）」という鬼を退治した地として名高い。

しかし、この神話の緞帳を一枚めくると、そこには古代吉備におけるヤマト王権と渡来系氏族の、生々しくも融和に満ちた歴史的意味が浮かび上がってくる。 

伝説が伝える「悪鬼・温羅」の描写は極めて異様である。身長は４メートルを超え、目は虎のごとく輝き、髪や髭は燃えるように赤かったとされる。

そして、百済の王子を自称して空を飛び、吉備の「鬼ノ城」に拠ったというのだ。この奇怪な「鬼」の正体こそが、当時の最先端技術を携えて朝鮮半島から海を渡ってきた渡来人集団の首領であったことは、今日の考古学や歴史学において半ば定説となっている。 

古代の吉備は「真金（まかね）吹く吉備」と称された鉄の王国であった。温羅の居城とされる鬼ノ城の麓からは実際に製鉄遺跡が発見されており、彼らはヤマトを凌駕する高度な鉄器製造や、大規模な灌漑などの土木技術を吉備にもたらしていた。

ヤマト王権にとって、肥沃な土地と高度な技術、そして独自の海上交通網を持つ吉備は、羨望の的であると同時に、強大な脅威であったに違いない。

吉備津彦命による「温羅退治」とは、すなわちヤマト王権による吉備（およびそれに結びついた渡来系勢力）の制圧と服属の歴史を投影した政治的プロパガンダだったのである。 

だが、吉備津神社の本当の歴史的価値は、単なる「征服の記念碑」に留まらない点にある。それを最も象徴するのが、同社に今も伝わる神秘的な「鳴釜神事」である。吉備津彦命に首を跳ねられ、その下に埋められた温羅は、命の夢枕に立ってこう告げたという。

自分の妻であった阿曽郷（現在の総社市阿曽）の長者の娘・阿曽媛に釜を炊かせよ、さすれば釜の鳴る音で吉凶を占おう、と。

現在でも、この神事で釜を奉仕するのは阿曽媛の末裔とされる「阿曽女（あぞめ）」であり、神事の主役はむしろ、討たれたはずの温羅とその系譜にある。 

さらに見逃せないのは、中世以降、この吉備津神社の祭祀権を握り続けたのが賀陽（加夜）氏という氏族であったことだ。

賀陽氏はその名が示す通り、朝鮮半島の「加羅（加耶）」にルーツを持つ渡来系氏族とされる。つまり、征服者である吉備津彦命を祀る神社の祭祀を、征服された側、あるいは温羅の同胞たる渡来系の末裔が執り行ってきたのである。 

ここにあるのは、一方的な抹殺ではない。ヤマト王権は、吉備の地を力で制圧しつつも、渡来系氏族が持っていた高度な製鉄技術や組織力を完全に排除することはしなかった。

それどころか、彼らの神聖な技術（鋳物・製鉄）を神事として宮中に取り込み、その怨念を鎮めることで、新たな統治の秩序へと組み込んでいった。

敗者の誇りと技術を聖域の核として認め、それを国家の安寧の装置へと昇華させる――それこそが吉備津神社の持つ多層的な歴史的意味である。

吉備津神社の回廊を歩くとき、床下から響くような静けさを感じる。それは、かつて「鬼」と呼ばれながらも、この吉備の繁栄の礎を築いた渡来人たちの息吹が、いまも神聖なる釜の音と共に、この地へ深く根づいているからなのかもしれない。







吉備津神社の回廊











鬼ノ城から見る吉備平野








版築工法での城壁（鬼ノ城）









鬼ノ城―古代の緊張と伝説が交錯する天空の要塞


吉備路の平野を見下ろす山頂に、突如として現れる巨大な石垣と城門がある。岡山県総社市に座す「鬼ノ城（きのじょう）」だ。一歩足を踏み入れると、そこには現代の私たちが忘れかけている古代日本の緊迫感と、今なお息づく伝説の世界が広がっている。

歴史の針を７世紀後半へと巻き戻す。西暦６６３年、日本（倭国）は百済の復興を支援するために朝鮮半島へ出兵したが、「白村江の戦い」で唐・新羅の連合軍に大敗を喫した。

この敗北は、当時の大和朝廷に激しい危機感をもたらした。いつ大陸からの侵攻があるか分からない。その国家存亡の危機において、瀬戸内海から大和へと至る防衛ラインに築かれたのが「朝鮮式山城（および神籠石式山城）」であった。

鬼ノ城はその重要な一翼を担っていたと考えられている。文献にはその築城記録が残されていないが、発掘調査が明かす遺構は、当時の最高技術が投入された国家的一大プロジェクトであったことを雄弁に物語る。

この城の魅力は、何と言ってもその「朝鮮様式山城」としての圧倒的な構造美と機能美にある。標高約４００メートルの山頂を取り巻く城壁は、全長約２．８キロメートルに及ぶ。

特筆すべきは、版築（はんちく）と呼ばれる技法だ。土を層状に何重も突き固めて強固な壁を作るこの技術は、百済から渡来した技術者たちの指導によるものとされている。

さらに、城壁を貫く４つの城門や、城内の排水をコントロールする巧みな水門の遺構は、当時の土木技術の高さをまざまざと見せつける。

復元された西門に立つと、眼下に広がる広大な吉備平野が一望できる。この圧倒的な眺望こそが、かつてここが文字通りの「要塞」であり、外敵を監視するための最前線であったことの証拠にほかならない。

しかし、この歴史的建造物がこれほどまでに人々の心を惹きつけるのは、史実の背後に流れる「伝説」の存在があるからだろう。

鬼ノ城は、桃太郎伝説のルーツとされる「温羅（うら）伝承」の舞台でもある。異国から吉備の地に渡来し、優れた鉄器技術をもたらしたとされる一族の長・温羅。

彼は大和朝廷から派遣された吉備津彦命（きびつひこのみこと）に討たれるわけだが、彼が拠点としたのがこの城、すなわち「鬼の城」であったと伝えられてきた。

この伝説の生々しさを今に伝えるのが、城の周辺に点在する地名である。なかでも「鬼叫川（ききょうがわ）」という恐ろしげな名を持つ川がある。

伝承によれば、吉備津彦命の矢に射抜かれ、傷つき逃げ惑う温羅が、その苦痛のあまりに大声をあげて叫んだ場所、あるいは討たれた温羅の首がなおも唸り声を上げ続けた場所とされている。

うっそうとした木々の間を流れる川のせせらぎを聞いていると、古代の人々がその水音に、敗れ去った異形の英雄の悲痛な叫びを聴き取ったのも無理はないと感じられる。

鬼ノ城は、単なる古代の軍事遺跡ではない。それは、東アジアの動乱の中で必死に国を守ろうとした人々の「歴史的現実」と、土着の権力者が中央集権化の波に飲み込まれていった「敗者の記憶」が、数千年の時を超えて結晶化した場所なのだ。

復元された城壁の前に立ち、吹き抜ける風に耳を澄ませば、古代の兵士たちの足音と、温羅の切ない叫びが、今も交互に聞こえてくるような錯覚にとらわれる。







温羅を記念する碑文








朝鮮様式の山城である。








鬼ノ城の城壁跡










温羅を祀る神社ー艮（うしとら）御崎神社（敗者の魂が眠る）



古代吉備の国、その聖地たる吉備津神社の国宝・本殿の北東角に、ひっそりと佇む摂社がある。

その名も「艮御崎（うしとらみさき）神社」。艮、すなわち北東の方角は「鬼門」を意味する。

この場所が示す通り、ここに祀られているのは、かつて大和朝廷から派遣された吉備津彦命（きびつひこのみこと）に「鬼」として討たれた渡来系の巨魁、温羅（うら）とその一族である。

お伽話の「桃太郎」の原型として語られるこの伝説を、現代の私たちは勝者側の視点から眺めがちだ。

しかし、艮御崎神社の前に立つと、単なる「勧善懲悪」では片付けられない複雑な歴史の影が色濃く漂っていることに気づかされる。

伝承によれば、温羅は百済から海を渡って吉備へ到来した王子、あるいは優れた技術を持った渡来人集団の長であったとされる。

彼が拠点とした「鬼ノ城（きのじょう）」から見下ろす吉備の平野は、古代において大和に匹敵するほどの豊かな鉄器文化と巨大古墳群を誇っていた。

温羅が「鬼」とされたのは、民を苦しめたからではなく、その卓越した製鉄技術と強大な経済力が、中央集権化を進める大和朝廷にとってあまりに大きな脅威だったからではないだろうか。

そのような歴史の裏面が、近代の歴史学や人々の想像力によって今や広く共有されはじめているのである。

興味深いのは、勝利したはずの吉備津彦命を祀る本殿の、それも最も不吉とされる鬼門の方向に、敗者である温羅が「艮御崎神」として合祀されている点なのである。

首をはねられてなお唸り声を上げ続けたという温羅の怨念を鎮めるため、その胴体は吉備の中山の艮の地（小丸山）に埋められ、やがて神として崇められるようになったのである。

さらに、彼が遺した製鉄の火は、吉備津神社の特殊神事である「鳴釜神事（なるかましんじ）」へと昇華され、今も人々の吉凶を占い続けているのだ。

このように、敗者を完全に抹殺するのではなく、丁重に祀って守護神へと転化させる構造は、日本古来の「御霊（ごりょう）信仰」そのものである。

温羅という渡来系の異能集団は、吉備の発展に大きく貢献した「土着の英雄」としての記憶を奪われる代わりに、「鬼」という異形の名と、鬼門を守る「御崎神」という過酷な役割を与えられ、この地に永遠に留め置かれることとなったのだろう。

艮御崎神社が醸し出す静謐な気配は、かつてこの吉備の地で繰り広げられた、最先端の技術を巡る壮絶な権力闘争の結末を今に伝えている。

それは、単なる鬼退治の記念碑ではない。海を渡って新たな文化をもたらし、そして歴史の闇に消えていった温羅一族の、消せない足跡そのものなのである。

温羅一族に関心のある方には、ぜひ『鬼ノ城』の古跡を訪ねて欲しい。この朝鮮様式の山城跡には、温羅一族所縁の地であることを示す石碑もある。














造山古墳の歴史的意味ー吉備の巨人が語るもう一つの日本古代史


岡山平野の穏やかな風景のなかに、突如として横たわる巨大な緑の丘がある。岡山市北区に所在する造山（つくりやま）古墳である。全長約３５０メートル。

その規模は近畿地方の巨大古墳群を除けば全国最大であり、日本全体でも第４位の座を誇る。だが、この「４位」という数字の持つ意味を単なる統計として片付けるわけにはいかない。

なぜなら、上位３基（大仙陵古墳、誉田御廟山古墳、上石津ミサンザイ古墳）がすべて畿内の大王墓（天皇陵）であり、現代において立ち入りが厳しく制限されているのに対し、造山古墳は「足を踏み入れることができる独立した墳墓」として日本最大だからである。

この巨大な前方後円墳が５世紀初頭に築かれたという事実は、日本の古代史に極めて重大な一石を投じている。

当時の日本列島は、ヤマト王権が諸勢力を統合し、中央集権化を進めていたとされる時代である。

通説に従えば、地方の有力者はヤマトの大王に従属し、その身分に応じた規模の墓しか築くことを許されなかったはずであった。しかし、造山古墳の存在はその前提を大きく揺るがす。

造山古墳が築かれた当時、畿内では大仙陵古墳（仁徳天皇陵とされる）などの超大型古墳はまだ完成していなかった。

つまり、西暦４００年代初頭という時点において、この吉備の地に築かれた造山古墳は「日本最大の建造物」であった可能性が極めて高いのである。

中央を凌駕するか、あるいは完全に肩を並べるほどの圧倒的な経済力と土木技術、そして夥しい数の労働力を動員できる政治権力が、畿内から遠く離れた吉備の国に存在していた動かぬ証拠にほかならない。

その強大さの源泉は、吉備が有していた独自の「外交力」と「経済基盤」にある。造山古墳の前方部には、熊本県宇土半島から運ばれたとされる阿蘇ピンク石（馬門石）製の舟形石棺が残されている。

また、周辺の陪塚（付属古墳）からは、朝鮮半島由来の馬形帯鉤や、北部九州とのつながりを示す装飾石室（直弧文）が見つかっている。

吉備はヤマト王権の媒介を必要とせず、瀬戸内海の海上交通権を握り、独自のルートで九州や朝鮮半島、さらには中国大陸と結びついていたのだ。

肥沃な岡山平野による高い農業生産力と、当時のハイテク産業であった製鉄技術、そして海上交易の利権。これらが吉備の首長を「大王」に比肩する存在へと押し上げたのである。

近年の研究では、畿内の中央政権と吉備の勢力が、決して単純な「支配と従属」の関係ではなかったという見方が強まっている。

造山古墳の墳丘デザインや出土した埴輪には、畿内の巨大古墳（上石津ミサンザイ古墳など）との強い共通性が認められる。

これは、吉備が独断で畿内に対抗したというよりは、両者が対等に近い立場で「事前協議」を行い、意図的に同格のモニュメントを築いた可能性を示唆している。

当時の日本列島は、ヤマトという単一の中心によって統治されていたのではなく、ヤマトと吉備という二大巨頭が連合する「多極的な権力構造」であったのかもしれない。

しかし、この吉備の栄華は長くは続かなかった。５世紀後半以降、ヤマト王権による吉備氏への大規模な抑圧や反乱の伝承（吉備氏の乱など）が『日本書紀』などの文献に登場するようになる。

吉備の強大すぎる力は、中央集権化を急ぐヤマトにとって最大の脅威となったのである。やがて吉備の権力は解体され、歴史の主役は近畿平野へと一本化されていく。

造山古墳の頂に立ち、眼下に広がる吉備路を見渡すとき、我々は勝者であるヤマトの視点から描かれた「一元的な日本史」の枠組みから解き放たれる。

そこにあるのは、かつてこの列島に存在したかもしれない「もう一つの王権」の記憶である。文字なき時代の謎を秘めたこの巨大な土の山は、日本の古代史が私たちが教科書で学ぶよりも遥かにダイナミックで、多元的な可能性に満ちていたことを、今も雄弁に語り続けている。







造山古墳からの東方面








古墳案内板








古墳上部からの景観








古墳上部にある石棺蓋









渡来系氏族・秦氏と吉備国



古代の日本列島を舞台に、最先端の技術と強大な財力をもって歴史を動かした渡来系氏族・秦氏。彼らの足跡をたどると、一見、京都の太秦や山背の地がその頂点であるかのように思える。

しかし、その壮大な歩みの途上には、ヤマト王権をも脅かした古代の巨大勢力「吉備国」との深く、濃密な交錯があった。

九州から瀬戸内海を経て畿内へと至る渡来のネットワークの中に、秦氏と吉備の密接な関係性が見えてくる。

古代の技術集団である秦氏の源流をたどると、まず九州の豊前・豊後、すなわち現在の福岡県筑豊地方や大分県国東半島周辺に行き着く。

この地は、古くから渡来人が定着し、一説には「秦王国」と呼ばれるほどの独自の勢力圏を築いた場所である。

国東半島の付け根に位置する宇佐の地で八幡信仰を醸成した秦氏は、豊かな鉱山技術や鍛冶の技、そして養蚕や機織の技術をその手中に収めていた。

彼らは単なる移住者ではなく、当時のハイテクを日本列島にもたらしたインテリジェンス集団であった。

この豊国の地を起点として、秦氏は富と人的ネットワークを広げながら東へと向かう。その海上ルートの要衝に立ちはだかり、同時に彼らを温かく迎え入れたのが、巨大な製鉄王国であった吉備国である。

現在の岡山県総社市には「秦（はだ）」という地名が今も残り、古代の「下道郡秦原郷」の記憶を留めている。

この地には飛鳥時代まで遡る県内最古の寺院跡・秦原廃寺や、新羅の渡来伝承を持つ姫社神社、そして「秦古墳群」が点在し、秦氏が吉備の地中枢に深く根を下ろしていた動かぬ証拠となっている。

吉備国といえば「真金吹く」という枕詞に象徴されるように、古代日本における一大鉄生産地であった。

一方の秦氏もまた、ユーラシア大陸由来の高度な製錬・鍛冶技術を持つ。吉備の在来勢力と、九州から東進してきた秦氏という二つの「鉄の民」の出会いは、単なる商業的な交流を超え、技術の融合による一大イノベーションを引き起こしたと考えられる。

吉備の豊かな鉄資源と秦氏の先進的な土木・精錬技術が結びつくことで、吉備国は中央のヤマト王権に匹敵するほどの国力を蓄えるに至ったのである。

さらに、この吉備と秦氏のつながりは、瀬戸内海を越えて他地域へも波及していく。その好例が、和歌山県の有田川流域に位置した旧吉備町（現・有田川町）である。

この地は古くから水銀などの鉱物資源が豊富であり、吉備国から吉備氏の一族が進出して金属生産を担ったことからその名がついたとされる。

ここでも、吉備の鉱山開発の影には、全国的な鉱山・精錬ネットワークを掌握していた秦氏の技術的影響や協力があった可能性が色濃く漂う。

こうした地方での強固な基盤と莫大な富を背景に、秦氏は最終的な目的地である山城国、現在の京都へと進出する。

太秦を本拠地とし、桂川の治水工事を成功させ、広隆寺の建立や伏見稲荷大社、松尾大社の創建に関わった秦氏は、やがて平安京の建都を財政面・技術面から全面的に支える主役となった。

京都で開花した秦氏の華麗な繁栄は、筑豊や国東半島で培われ、吉備国との融和と連帯によって磨き上げられた、長い「渡来の旅」の結実であったと言える。

筑豊・国東半島から、鉄の王国・吉備を経て、和歌山の鉱山、そして京都の太秦へ。秦氏の足跡を地図上で結ぶとき、それは古代日本を最先端テクノロジーでつないだ一大動脈として浮かび上がる。

吉備国という巨大な土壌があったからこそ、秦氏はその技術を遺憾なく発揮し、畿内へと飛躍することができたのだろう。

歴史の表舞台に華々しく登場する京都の秦氏の影には、吉備の山々で真金を吹き、豊かな文化を共に紡いだ渡来の記憶が、今も静かに息づいているのである。




珍しい三角鳥居（京都太秦・木嶋坐天照御魂神社）・太秦は秦氏開拓地








兵庫県・大避神社（赤穂）・秦の河勝関連地









吉備国における秦氏関連地・麻佐岐（まさき）神社



石の記憶、海の記憶―麻佐岐神社から広がる古代の地平

岡山県総社市「秦（はだ）」の地にそびえる正木山の山頂に、麻佐岐神社（まさきじんじゃ）はある。吉備国最古の創建とも伝わるこの古社には、本殿がない。

ただ、山頂に鎮座する無骨な「磐座（いわくら）」のみが、悠久の時を超えて神の拠り代として祀られている。

この圧倒的な巨石信仰の姿は、単なる地方の一信仰にとどまらず、渡来氏族・秦氏の足跡、さらには遥か古代オリエント地方へとつながる壮大な「日ユ同祖論」のロマンを秘めている。

この地が「秦」と呼ばれるのは、決して偶然ではない。５世紀頃から日本列島に先進的な土木、製鉄、機織りの技術をもたらした渡来集団「秦氏」が、京都の太秦（うずまさ）へ定着する前段階として、この吉備の地に深く関わっていたという説がある。

事実、近隣からは秦氏の氏寺である京都・広隆寺のそれと酷似した瓦文様が見つかっており、彼らがこの地で大規模な生産活動を行っていた痕跡は色濃い。

そして、彼ら秦氏のルーツを巡る議論において、しばしば語られるのが「日ユ同祖論（日本とユダヤの共通の祖先を紐解く説）」である。

なかでも秦氏は、かつて歴史の表舞台から消えた「イスラエルの失われた１０部族」の一部ではないかと囁かれてきた。

麻佐岐神社の信仰形態は、その具体的な共通点をいくつも想起させる。神殿を持たずに巨石そのものを神聖視する姿は、聖書の創世記でヤコブが石の枕を立てて油を注ぎ、そこを神の家（ベテル）と呼んだ原初的な信仰と重なる。

また、麻佐岐神社の祭礼に伝わる、かつて生き贄の代わりとして１２本の鍬（くわ）を奉納したという風習は、イスラエル１２部族の連帯や、旧約聖書に登場する贖罪の儀式を彷彿とさせずにはいられない。

こうした古代の祈りのネットワークは、正木山の中に閉じているわけではない。正木山から見て高梁川を挟んだ対岸、あるいはその麓に位置する石畳神社（いしたたみじんじゃ）との位置関係もきわめて暗示的である。

石畳神社には高梁川沿いに巨大な岩柱（神籠石）が直立しており、山頂の麻佐岐神社と川沿いの石畳神社は、まるで水脈を挟んで対になるように「巨石の聖域」を形成している。

古代オリエントにおいても、聖なる川の流域と山頂を石のモニュメントで繋ぐことで、天と地、そして水の恵みを結ぶ結界とした。

秦氏の技術集団は、この高梁川の治水や開墾を進めるにあたり、自然の脅威を鎮めるための「石の座標」として、これら二つの神社を配置したのかもしれない。

アジアの大陸を横断し、海を渡って吉備の国へとたどり着いた人々。彼らが正木山の頂に立ち、瀬戸内海を遥かに見下ろしながら巨石に祈りを捧げたとき、その胸中にはどのような記憶があったのだろうか。

麻佐岐神社と石畳神社が織りなす静謐な空間に対峙するとき、私たちは、総社という一地域が、かつて世界の東の果てとして遥かなる古代オリエントと精神の深層で結ばれていたかもしれないという、果てしない歴史のうねりを感じるのである。







麻佐岐神社のご神体（磐座）









吉備国における秦氏関連地・石畳神社


高梁川のゆったりとした湾曲をなぞるように車を走らせていると、突如として目の前に、天を衝くような石の塔が現れる。

岡山県総社市秦にひっそりと、しかし圧倒的な存在感で佇む「石畳神社」のご神体・巨岩である。
ここは、社殿という人間の造形物を必要としない場所。

背後にそびえ立つ高さ６０メートル近い巨岩そのものがご神体（磐座）であり、私たちはただその足元に身を置き、見上げるしかない。

自然石でありながら、まるで巨人が規則正しく石を積み上げたかのような亀裂が走り、それが「石畳」という名の由来になったという。

かつてこの地を襲ったであろう高梁川の氾濫を鎮めるため、古代の人々がこの巨石に祈りを捧げたのは、あまりにも自然な心の動きに思える。

何より驚くのは、その神域の根元を、現代のトンネルが容赦なく貫通していることだ。古代の巨石信仰と現代の日常がこれほど大胆に交差する景色を、私は他に知らない。

この一帯は、古くから「秦（はだ）」と呼ばれている。そう、かつて高度な大陸の技術を携えて海を渡ってきた、あの「秦氏一族」が深く根を下ろした土地だ。

彼らは京都の松尾大社や伏見稲荷の山に象徴されるように、巨石や山そのものを祀る原始的な信仰を愛した氏族でもあった。

すぐ近くには彼らの土木技術の結晶である「湛井の井堰」や氏寺の跡が残り、この岩もまた、彼らの祈りの中心地であったことを雄弁に物語っている。

しかし、この神社はひとつの謎を秘めている。現在ここに祀られているのは、秦氏の神ではなく、物部氏ゆかりの武神「経津主神（ふつぬしのかみ）」なのだ。

国譲りの使者として、天照大御神の命を受け、タケミカヅチ（武甕槌神）と共に出雲へ赴き、大国主神に国譲りを迫って平定を成し遂げたことで知られる神である。

なぜ秦氏の土地に、別の氏族の神が鎮座しているのか。そこには、古代吉備の覇権をめぐる、教科書には載らない激しいドラマがあったのかもしれない。

そんな古代の謎を思いながら、険しい山道を這うように登り、ご神体の頂上、断崖の先へと立つ。

眼下に広がる秦の郷を眺めていると、遠い昔にこの風を浴びながら、巨岩に畏怖の念を抱いた渡来人たちの息遣いが、確かに聞こえてくるような気がするのだ。







石畳神社の拝殿








ご神体岩から見る高梁川








石畳神社のご神体（磐座）









吉備国における秦氏関連地・一丁〇（いっちょうぐろ）古墳


平成の世になってから植林事業をきっかけにその全貌を現したのは、「一丁〇（いっちょうくろ）古墳」である。

標高１８０メートルほどの山頂にひっそりと佇むその１号墳は、全長約７０メートルを超える見事な「前方後方墳」であった。

４世紀初頭、この地域で最初に築かれた大規模な古墳であり、周囲に３０基以上もの方墳を従える姿は、当時の圧倒的な権力者の存在を物語っている。

ここで歴史好きの心を捉えて離さないのが、この古墳がある地名が「秦」であり、そしてそこへ注がれる「秦氏（はたうじ）」の影である。

秦氏といえば、京都の伏見稲荷大社や広隆寺を建立し、高度な土木技術や養蚕、機織の技術でヤマト王権を支えた謎多き巨大渡来人集団だ。

総社の「秦」という地名も、一説には彼ら「秦織り部（はたおりべ）」が住み着いたことに由来すると伝わっている。

しかし、考古学の針を巻き戻してみると、少し奇妙なズレに気づかされる。一丁〇古墳が造られたのは４世紀初頭。

対して、秦氏の祖とされる弓月君（ゆづきのきみ）が百済から渡来したのは、一般的に４世紀末から５世紀にかけてのこととされているからだ。

つまり、一丁〇古墳の主は、私たちがよく知る「京都の秦氏」よりも前の時代を生きていたことになる。この時間軸のねじれが、むしろ想像力を掻き立てる。

もしかすると、秦氏が日本列島へ本格的に渡来するよりさらに前、高梁川の豊かな水と鉄資源を求め、いち早くこの吉備の山並みにたどり着いた先進の渡来民集団がいたのではないか。

彼らが築いた四角い墓（方墳）の文化と先進の息吹が、のちにこの地へやってきた秦氏の同族たちを受け入れる土壌となり、やがて「秦の郷」という地名として結実した・・。

そんな風に考えると、一丁〇古墳の均整の取れた四角い墳丘が、大陸の技術者たちの誇りのようにも見えてくる。

一丁〇古墳の「〇（くろ）」とは、「土が丸く盛られた場所」を意味する古い言葉だという。長い間、ただの小山として地域の人々に親しまれ、守られてきたその場所は、かつて海を渡ってきた人々が吉備の王として刻んだ確かな足跡であった。

それは、１６００年以上の時を超えて、古代吉備と渡来の記憶をいまに紡ぎ続ける、歴史のロマンそのものなのだ。

※　文中（〇）マークは、（土）へんに（丸）という漢字である。
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吉備国における秦氏関連地・秦廃寺跡


秦廃寺跡＝大地に刻まれた「秦」の記憶。

古代日本において、秦氏は単なる移民の集団ではなかった。彼らは機織りや養蚕、そして何よりも大規模な治水や水田開発といった「一級のテクノロジー」を携えて海を渡ってきた。

京都の太秦を本拠地としながらも、彼らの足跡は瀬戸内を伝い、各地の肥沃な土地へと広がっていったのである。

吉備の国に位置する秦原廃寺跡周辺は、古くから「下道郡秦原郷」と呼ばれた地域であった。この地名は、秦氏の一族がこの地に入植し、その優れた土木技術によって荒れ地を豊かな水田へと変えた歴史を雄弁に物語っている。

彼らにとって、開拓した土地に壮麗な寺院を建てることは、自らの技術力と経済力を周囲に知らしめる最高のステータスシンボルであったのだろう。 

秦廃寺跡の存在が、秦氏との関連性をさらに決定づけるのは、そこから出土する「瓦」の存在である。秦原廃寺からは、蓮華文が施された極めて古い瓦が出土している。

当時、瓦を葺いた本格的な寺院を建てるには、最先端の職人集団を抱えている必要があった。大阪の秦廃寺跡からも、京都の広隆寺（秦氏の氏寺）とのつながりを示すような意匠の瓦が見つかっている。

これらの瓦は、彼らが中央（都）の最新トレンドや仏教文化を、地方の拠点へと即座にインポートできる特別なパイプを持っていたことを示している。
 
時が流れ、かつて金色に輝いていたであろう伽藍は失われ、現在は「廃寺跡」として静まり返っている。

しかし、残された塔の心礎や、地名として今も残る「秦」の文字は、彼らの誇りが簡単に風化しないものであることを教えてくれる。
 
秦廃寺跡とは、渡来系氏族が日本の原風景をいかに豊かに変え、そして最先端の仏教信仰をどのように地方へ根付かせていったか、そのダイナミズムを現代に伝えるタイムカプセルなのである。







秦廃寺跡








案内板









吉備国における秦氏関連地・姫社（ひめそこ）神社


ここは、おススメのポイントであるが、ただアクセスに難ありである。住宅地の中の細い道を行くしかないので、近くの車を止めるスペースから徒歩にてのアプロ―チを薦める。

岡山県総社市の「秦（はだ）」と呼ばれる地区に、ひっそりと佇む古社がある。姫社（ひめそこ）神社――またの名を「ひめこそ神社」という。

その名に秘められた響きは、どこか優しく、しかし同時に、古代の列島を揺るがしたダイナミックな歴史のうねりを感じさせる。

この小さな社を語る上で外せないのが、渡来系一大氏族である秦氏（はたうじ）との間に横たわる、深く、そして謎めいた関連性である。
 
姫社神社の御祭神は、比売語曾神（ひめこそのかみ）、またの名を阿加流比売（あかるひめ）という。

記紀神話において、新羅の王子・天日矛（あめのひぼこ）の妻でありながら、夫の慢心に愛想を尽かして日本へ逃れてきたとされる、極めて気の強い、しかし凛とした女神である。

一見、新羅系の伝承に彩られたこの女神と、秦の始皇帝の末裔を称した秦氏（実際には朝鮮半島にルーツを持つとされる）がどう結びつくのか。

その答えは、この地が古くから「製鉄の民」の揺り籠であったという事実に隠されている。古代の吉備国は、当代随一の「製鉄王国」であった。天日矛の伝承が象徴するのもまた、半島からもたらされた高度な鉄の文化である。

そして、この高梁川流域一帯を根拠地とし、優れた土木技術や養蚕、そして金属加工の技術をもって、未開の原野を豊かな穀倉地帯へと変えた立役者こそが秦氏であった。

神社の参道に立つと、「鉄作神（かねつくりのかみ）」と刻まれた石柱が目に入る。この地を治めた秦氏にとって、阿加流比売は単なる遠い異国の女神ではなかった。

自らの暮らしと権力の基盤である「鉄」をもたらし、守護してくれる尊い存在そのものだったのだ。

彼らは、高度な金属技術を伝えてくれた先人や神への恩義を忘るまいと、この地に姫社神社を建て、熱烈に崇拝したと伝えられている。
 
社殿の裏手に回ると、今も清らかな水が湧き出る古い遺構があり、往時の金属精錬に水が不可欠であった歴史を無言で物語っている。

秦氏という先進的な技術集団がこの地に持ち込んだ熱気と、鉄の火花。それを冷ます豊かな水、そしてそれらを包み込む女神への信仰。

姫社神社は、秦氏がこの吉備の地で生きた証であり、彼らのアイデンティティが結晶化した聖域なのだと言える。 



































吉備国における秦氏関連地・湛井堰（たたいぜき）十二ケ郷用水


湛井堰は、岡山県総社市を流れる高梁川に築かれた歴史ある重要水利施設である。この堰の起源を紐解くとき、古代日本において先進的な土木技術をもたらした渡来系氏族である秦氏（はたうじ）の影をそこに認めないわけにはいかない。

湛井堰と秦氏の結びつきは、吉備地方の開拓史における技術伝播の諸相を如実に物語っている。秦氏は、応神天皇の時代に大陸から渡来したと伝えられ、山背国（現在の京都）の葛野川（大堰川）に葛野大堰を築くなど、優れた治水・灌漑技術を持っていたことで知られる。

その卓越した土木技術の足跡は、畿内にとどまらず、古代の先進地域であった吉備国、すなわち現在の岡山県にも深く刻まれている。総社市周辺は、まさに秦氏が根を下ろし、その力を振るった中心地の一つであった。高梁川の水流は豊かである反面、古くから氾濫を繰り返す暴れ川でもあった。

この峻烈な大河を制御し、広大な吉備平野へと水を導くために築かれたのが湛井堰である。伝承によれば、この堰の原型となる初期の治水・灌漑工事には、この地に定着した秦氏の一族が深く関わっていたとされる。

一説には、秦氏の統率のもとで巨石を切り出し、川の流れを堰き止めて用水路へと誘水する強固な基礎が築かれたという。

湛井堰の構造や、そこから派生する十二ケ郷用水（じゅうにかごうようすい）をはじめとする緻密な水路網は、単なる自然発生的な土木工事の域を超えている。

地形の起伏を正確に把握し、広範な水田地帯へ公平かつ効率的に配水するシステムには、高度な測量術と組織的な統率力が必要不可欠であった。

これこそが、秦氏が大陸から携えてきた「最先端のテクノロジー」そのものであったと考えられる。湛井堰から滔々と流れ出る水は、何世紀にもわたり総社や岡山の美田を潤し、地域の経済と文化を支え続けてきた。

現在見られる近代的な堰の姿の奥底には、はるか古代、自然の猛威に挑み、最先端の知恵をもって大地を拓いた秦氏の執念と技術の記憶が、今もなお脈々と息づいているのである。














古代吉備文化財センター


静寂のなかに息づく、もう一つの大国――古代吉備文化財センターの対話

『古今和歌集』に謳われ、清少納言が『枕草子』で名山の一つに数えた吉備中山。その南山腹の緑に抱かれるようにして、岡山県古代吉備文化財センターは佇んでいる。

一見すると、埋蔵文化財の保護と調査を司る実務的で静かな研究施設である。しかし、一歩その内部に足を踏み入れると、そこは数千年の時間を閉じ込めた濃密な空間であり、かつて大和王権と並び立ったという古代「吉備の国」の誇りが、静かに息づく場所であった。

１階の展示室は入場無料でありながら、県内の遺跡から発掘された選りすぐりの出土品が約４００点も常設展示されている。決して広大な博物館ではない。だが、だからこそ遺物との距離が近く、展示の密度に圧倒される。

最初に目を奪われるのは、西江遺跡から出土した特殊器台と特殊壺の復元展示である。これらは吉備独自の巨大な祭祀用の土器であり、のちに大和へと伝わって前方後円墳の「埴輪」へと進化を遂げた、いわば埴輪の始祖である。

滑らかな曲線と複雑な文様からは、当時の呪術的な熱量と、吉備の職人が誇った卓越した技術がダイレクトに伝わってくる。

さらに、総社市神明遺跡の銅鐸や、赤磐市土井遺跡の人物埴輪が並ぶ。ガラスの向こうの彼らは、ただの「過去の遺物」としてそこにいるのではない。

じっと見つめていると、当時の人々の祈りや、土をこねた職人の指先の温もりまでが蘇ってくるようだ。

このセンターの内部が持つ最大の魅力は、「生きた歴史の空気」が漂っている点にある。単に洗練された美術品を並べる美術館とは違い、ここは日々、岡山の土の中から新しい発見を掘り起こしている「最前線の基地」なのだ。

それを象徴するのが、実物模型による再現展示である。岡山市津寺遺跡の数千本もの杭を打ち込んだ古代堤防の模型や、総社市鬼ノ城の版築土塁の土層をそのまま転写した標本。

これらは、文字を持たなかった古代の吉備びとたちが、いかに高度な土木技術を持ち、自然と対峙していたかを雄弁に物語る。教科書の文字では決して味わえない、圧倒的なリアリティがそこにはある。

窓の外に広がる吉備中山の自然と、室内の静寂。ここには観光地の喧騒はない。ただ、静かに土器の文様を追い、古代の王たちの栄華に思いを馳せる、贅沢な思索の時間だけが流れている。

吉備古代文化財センターは、私たちが忘れてしまった遠い祖先たちの営みを、最も近い距離で感じさせてくれる幸福な空間である。












































吉備の中山山麓の歴史遺構群



緩やかな稜線を描き、まるで緑の鯉が横たわっているかのように岡山平野に浮かぶ吉備の中山。古くから備前と備中の国境に位置し、和歌の歌枕としても都人に知られたこの山は、山全体が神の宿る神体山として崇められてきた歴史を持つ。

一歩その山麓へ足を踏み入れると、生い茂る木々の合間に点在する歴史遺構群が、太古から続く人々の祈りと確かな記憶を今に伝えている。

この地を歩く者をまず圧倒するのは、山中に静かに佇む巨石の存在である。吉備の中山には、古代の息吹を色濃く残す磐座（いわくら）や磐境（いわさか）が随所に残されている。

吉備津彦神社の元宮や奥宮とされる磐座は、人工的に配置されたかのような巨石や環状の列石で構成され、仏教や社殿建築が伝来するはるか以前の、むき出しの自然を崇拝する巨石信仰の姿を留めている。

雨乞いの儀式が行われたとされる遺構などを見つめていると、当時の人々が岩石を神の依り代とし、自然の強大な力に畏怖と感謝を捧げていた精神世界が時を超えて迫ってくるようである。

その聖域の中心とも言える山頂直下の尾根筋には、宮内庁の管轄する中山茶臼山古墳、すなわち大吉備津彦命（おおきびつひこのみこと）の墓が鎮座している。

全長１００メートルを超えるこの壮大な前方後円墳は、おとぎ話「桃太郎」のモデルとしても名高い吉備津彦命が、２８１歳という驚異的な長寿を全うした後に葬られた地と社伝に伝わる。

第７代孝霊天皇の皇子として四道将軍に数えられ、この地を平定したとされる英雄の陵墓は、周囲を遮る防護柵と厳かな鳥居によって今も守られている。

立ち入ることの許されない禁足地の静寂は、吉備の国を統治した大王の権威と、その霊魂がいまなおこの山を守護しているという現人神信仰の格式を物語っている。

さらに、吉備の中山をめぐる歴史のロマンは、製鉄の歴史とも深く結びついている。全国のたたら師や職人たちから篤く崇敬される製鉄の盲目の女神、金屋子神（かなやごしん）の伝承がそれである。

総本山は島根県安来市の金屋子神社であるが、神話によれば金屋子神は播磨に天降った後、白鷺に乗って出雲の比田へと旅立つ途上、この吉備の中山に立ち寄った、あるいは西麓の吉備津神社から飛び立ったと伝えられている。

「真金吹く（まかねふく）」という吉備の枕詞が示す通り、古代の吉備は優れた製鉄技術を有する一大拠点であった。

吉備津彦命による温羅（うら）退治の伝説も、一説にはこの一帯の優れた鉄資源や冶金技術を大和朝廷が獲得するための闘争であったと考えられている。

金屋子神の降臨・立寄伝説は、まさにこの山が古代日本の鉄のネットワークにおいて重要な結節点であった証拠に他ならない。

巨石が語る原初の自然信仰、大王の陵墓が示す政治的平定の歴史、そして金屋子神の影に見え隠れする最先端の製鉄文化。

吉備の中山山麓に眠る遺構群は、それぞれが独立した点ではなく、古代吉備という強大な王国の興亡と精神的な深みを形作る線として繋がっている。

木漏れ日が揺れる山道を歩きながらこれらの遺構に触れるとき、私たちはただの景色を見ているのではない。何千年も前からこの地で生き、祈り、技術を磨いてきた先祖たちの、豊穣なる精神の地層を旅しているのである。




金屋子神









中山茶臼山古墳ー桃太郎のモデルになったとされる人物の墓？


おとぎ話の英雄「桃太郎」のモデルとなった大和の皇子、吉備津彦命（きびつひこのみこと）。彼の墓と伝わる「中山茶臼山古墳（なかやまちゃうすやまこふん）」は、岡山県岡山市の一角にひっそりと、しかし確かな威厳をもって佇んでいる。

誰もが知る桃太郎の物語は、きびだんごを手に鬼ヶ島へ赴き、悪を討つ痛快な英雄譚である。しかし、その原型となった吉備津彦命の温羅（うら）退治伝説を知ると、歴史の裏に隠されたもう一つの切ない人間ドラマが見えてくる。

伝説において、鬼とされた温羅は、百済から渡来して吉備の国に高度な鉄器文化をもたらした首長であった。

大和朝廷の命を受けた吉備津彦命は、激闘の末に温羅を討ち果たす。しかし、勝者となった吉備津彦命の胸に残ったのは、勝利の凱歌だけではなかった。

のちに温羅が実は心優しい人物であり、民に深く愛されていたことを知った皇子は、自らの手で討ってしまったことを激しく後悔したと伝えられている。

この伝説の結末を踏まえて吉備津彦命の墓を訪れると、そこは単なる「鬼退治の英雄が眠る場所」ではなくなる。

木々に囲まれた静寂な古墳の空気は、異文化の衝突によって生じた哀しい歴史と、敗者への深い哀悼の念を今に伝えているかのようだ。

私たちが親しんできた桃太郎の「めでたし、めでたし」という結末。その華やかなカーテンの向こう側には、歴史の荒波に消えていった敗者の涙と、それを背負って生き、眠りについた一人の皇子の孤独な魂が息づいている。

吉備津彦命の墓は、おとぎ話の陽光が落とす、深く静かな歴史の影を私たちに教えてくれる場所なのである。














吉備中山・八大龍王の記憶ー天と地を結ぶ水脈


岡山県岡山市にまたがる吉備中山（きびのなかやま）は、古代吉備国の聖地として崇められてきた神体山である。

その最高峰である龍王山（標高１７０メートル）の山頂に、ひっそりと佇む吉備津彦神社の末社、龍神社がある。ここに祀られているのが、水を司る仏法守護の神、八大龍王（はちだいりゅうおう）である。 

吉備中山の最高峰、龍王山の山頂へ続く山道を歩いていると、木漏れ日の向こうに奇妙な造形の石祠が現れる。

豊島石で造られたその祠の表面には、八つの丸い穴が静かに穿たれている。これこそが、古くからこの地で畏怖され、尊ばれてきた「八大龍王」の依り代である。

八大龍王とは、もともとインドの仏典『法華経』などに登場する、仏法を守護する八尊の龍族の王を指す。

それが日本に伝来すると、古来の蛇神や水神信仰、さらには陰陽道や修験道と複雑に習合し、雨を呼び、雲を操る強力な「水の神」として全国の霊山に祀られるようになった。

なぜ、この吉備の中山に八大龍王なのだろうか。その歴史的意味を解く鍵は、瀬戸内の気候とこの山の地形にある。

岡山南部は、古くから全国的に見ても雨が非常に少ない地域である。ひとたび日照りが続けば、大地は乾き、農作物は枯れ果て、人々の死活問題へと直結した。

古代の人々は、水不足という過酷な現実に対抗するため、地域で最も高い神聖な場所を選び、天へと祈りを捧げた。

その祈りの場が、かつて「権現山」とも呼ばれたこの龍王山の山頂であった。平安時代の貞観年間には、備前・備中の国司を歴任した藤原保則が、この地で雨乞いの儀式を行ったという記録が今に伝わっている。

山頂の祠をさらに観察すると、その歴史は古代から近世へと地続きでつながっていることが見えてくる。
現在残る横長の不思議な石祠は、江戸時代の天明年間、日本中を襲った「天明の大飢饉」の最中に岡山の商人・常磐屋によって奉献されたものだという。

極限の干ばつと飢えに苦しむ人々が、藁をも掴む思いでこの山頂に登り、八つの穴に祈りを込めた姿が目に浮かぶようである。

八大龍王の「八」という数字を視覚化したこの祠は、農耕社会における切実な水への渇望の記念碑とも言える。

また、この八大龍王の祠を挟み込むように、南北には鎌倉時代のものと推定される「経塚遺跡」が存在している。

地中に経筒を埋納し、現世の安穏や末法思想からの救いを願った祈りの跡が、龍王の祠と重なり合っているのだ。

これは、吉備中山が単なる地域の雨乞い場に留まらず、時代を超えて仏教的な山岳信仰、ひいては修験の霊地として機能していた証左にほかならない。

麓には備前の一宮である吉備津彦神社、備中の一宮である吉備津神社が鎮座し、山中には巨大な磐座や古墳が点在する。

そんな神話と王権のロマンが漂う吉備中山において、山頂の八大龍王はもっとも「民衆の生と死」に寄り添った泥臭くも切実な信仰の象徴であったと感じられる。

近代化が進み、治水技術が発達した現代において、雨乞いの儀式が実利的な意味を持つことはなくなった。

しかし、今でも毎年春になると、地元の有志によって「龍神祭り」が執り行われ、祠の前で祈りが捧げられている。

木々に囲まれた静謐な山頂に立つとき、私たちは祠の八つの穴を通して、かつてこの地で雨を待ち望んだ先人たちの、自然への深い畏敬の念を思い起こすのである。







龍王山への道








八大龍王








周囲にある石塚









天柱岩ー神の降り立つ柱・時の積層


吉備平野の穏やかな風景のなかに、ぽっかりと浮かぶようにそびえる緑の山がある。吉備中山。大吉備津彦命をはじめとする神々の神話が息づき、宮内庁管理の陵墓や古社が鎮座するこの山は、山全体が巨大な聖域としての霊気を放っている。

その鬱蒼とした森に分け入り、斜面を這うように進んだ先に、突如として視界を圧倒する巨石が現れる。それが「天柱岩」だ。

山の急斜面から突き出すように屹立するその姿を見上げるとき、私たちは言葉を失う。自然の造形でありながら、どこか意志を持ってそこに立ち続けているかのような圧倒的な実在感。

これこそが、古来この島国の人々がひれ伏し、祈りを捧げてきた「巨石信仰（磐座信仰）」のエネルギーそのものである。

人間を遥かに超越した歳月を生きる石に対して、古代の人々は神の降臨する依代（よりしろ）を見出した。

天柱岩の前に立つと、単なるパワースポットという言葉では片付けられない、大地が持つ根源的な生命力と、じっと見下ろされているかのような厳かな緊張感が全身に伝わってくる。

この巨石が持つ歴史的価値は、積み重なった名と、地中から現れた物証が証明している。江戸時代の絵図や記録において、この岩は「権現岩」あるいは「権現の神座」と記されていた。

神仏が権（仮）に姿を変えて現れる場所という意味の名が示す通り、中世から近世にかけても神聖な場所として尊ばれていた。

一方で、かつては「盗人岩」という土俗的な名で呼ばれていた時期もあり、その周囲には人々の生活や伝承が泥臭く絡みついていたことが窺える。

さらに興味深いのは、岩の周辺から鎌倉時代の祭祀に用いられたとされる土師器片が発見されている点だ。これは、文献に記録が残る遥か昔から、人々がこの巨石の足元に集まり、何らかの祈りや儀礼を執り行っていた動かぬ証拠である。

神聖な結界としての歴史は、私たちが想像する以上に深い。現在の「天柱岩」という名は、昭和初期に宗教家の中山通幽が、江戸後期の漢詩人・武元登々庵の書を写して、岩の上部に「天柱」の二字を刻んだことに由来する。

この文字の彫刻については、自然の磐座の神聖さを損なう無粋な行為だという批判もある。しかし見方を変えれば、これもまた、巨石が持つ圧倒的なエネルギーに突き動かされた人間の「畏怖と崇拝の痕跡」の一つと言えるのではないか。

文字を刻み込んででも、この石を「天を支える柱」として定義したかった人間の情熱が、そこには刻まれている。

吉備中山の木漏れ日の中で天柱岩を見上げるとき、私たちは時空の感覚を失う。鎌倉時代の祈りの気配、江戸時代の神仏習合の信仰、そして昭和に刻まれた文字。

多層的な歴史の堆積をその身に受け止めながら、巨石は今も変わらず、吉備平野を静かに見下ろしている。

その圧倒的な佇まいは、効率と合理性を追い求める現代の私たちに、自然への畏敬の念という、人間がかつて持っていた最も清らかな感性を思い出させてくれるのである。

※アプローチは、福田海本部から東へゆくと『天柱岩入り口』という柱がある。そこから細い山道をジグザグに登っていく。




八大龍王からは急な下り道である。









神功皇后・三韓征伐と吉備ゾーン


古代、まだ瀬戸内海が現在よりも深く内陸に入り込み、数多くの島々が浮かぶ多島海であった頃。この海をゆったりと進む軍船の甲板に、毅然と立つ一人の女性の姿があった。それが、神功皇后である。

『古事記』や『日本書紀』が伝える「三韓征伐」の物語は、九州の香椎宮からはじまり、朝鮮半島、そして大和へと続く壮大な旅路を描いている。

そのダイナミックな航路の途上、彼女が率いる大船団が何度も錨を下ろし、足跡を残したのが、製鉄や海上交通の要衝として大和朝廷に匹敵する勢力を誇った「吉備国（現在の岡山県周辺）」であった。

岡山県の沿岸部を歩くと、まるで昨日のことのように神功皇后の息吹を伝える地名や神社に遭遇する。歴史の闇に埋もれた彼女の影を追いかけて、吉備の海辺を旅してみたい。

最初に訪れたいのは、瀬戸内市にある牛窓（うしまど）である。現在は「日本のエーゲ海」と称される穏やかな港町だが、ここには実におどろおどろしくも鮮烈な伝説が息づいている。

往路の途中、この海域で皇后は「塵輪鬼（じんりんき）」という八つの頭を持つ巨大な雄牛の怪物に襲われたという。

皇后は見事にこれを弓で射殺すが、新羅からの帰路、成仏できなかった怪物が今度は「牛鬼」となって再び船団を襲う。

そのとき、住吉明神が現れて牛鬼の角を掴んで投げ倒した。この「牛が転んだ場所（牛転・うしまろび）」という言葉が訛り、現在の「牛窓」になったと伝えられている。

鬱蒼とした森に抱かれた牛窓神社の石段を登り、眼下に広がる前島や黄島、黒島を眺めると、それらが退治された牛鬼の頭や胴体が変化した姿だという地元の一説が、妙に現実味を帯びて迫ってくる







牛窓神社への参道








参道からの牛窓の海








牛窓神社拝殿








神功皇后絵図









神功皇后所縁の地・五香宮（牛窓町）


巨大な牛鬼（うしおに）の襲来という、絶体絶命の危機を救ったのは、住吉明神であった。老翁の姿となって現れた明神は、怪物を見事に投げ倒し、退治したという。

倒れた怪物の身体は周囲の島々になったというから、地形そのものが神話の記憶を留めているのだ。この神恩に深く感謝した神功皇后は、当時すでにこの地にあった「住吉宮」へと上陸した。

お腹にはのちの応神天皇を宿した身でありながら、ここで改めて武運と航海安全、そして安産を祈願し、御腹帯と鎧を身につけて遥かなる西国へと旅立っていった。

これが、現在の五香宮の始まりである。遠征を終え、無事に出産を果たした皇后は、帰還の途上で再び牛窓の浦へと立ち寄った。

戦勝と無事な出産の報告として、自らが着用していた鎧や兜、太刀、そして馬具などをこの住吉宮へ奉納したと伝わっている。

現在も五香宮には、この伝承を裏付けるように中世の貴重な鎧や馬具が社宝として大切に伝えられており、古代から中世へと時を超えて人々が紡いできた信仰の厚さを物語っている。

江戸時代になり、岡山藩主である池田光政によって京都の伏見御香宮から神功皇后と応神天皇の御神霊が改めて勧請され、社名は「五香宮」と改められた。

住吉三神に皇后母子を合わせた五柱の神が祀られたことで、この名は定着したという。鳥居の向こうに広がる青い瀬戸内海を眺めていると、寄せては返す波の音が、かつてこの海を渡った女王の息吹を伝えているかのように思えてくる。















神功皇后の腰掛岩



日本のエーゲ海とも称される穏やかな瀬戸内海を望む町、牛窓。

かつて潮待ち・風待ちの港として栄えたこの地には、歴史の波音とともに今も色濃く残る古代の息吹がある。

その象徴の一つが、役場のほど近くにひっそりと佇む塩竃神社の境内に遺された「神功皇后の腰掛岩」だ。

海上に現れた牛の鬼との激しい戦いを終え、ようやく戦火の止んだ浜辺。身重の体を鎧に包んでいた神功皇后が、安堵の息をもらしながら腰を下ろして休息をとったとされるのが、この「腰掛岩」である。

 現代の私たちがその岩の前に立つとき、見えるのは単なるゴツゴツとした石の塊に過ぎないかもしれない。

しかし、潮風に吹かれながら目を閉じれば、遥か３世紀の昔にこの海を渡ろうとした一人の力強い女性の息遣いが、確かに聞こえてくるような錯覚を覚える。

 もちろん伝説の真偽は歴史の闇の中だ。しかし、江戸時代にこの港へ寄港した朝鮮通信使を歓迎するために生まれた地元の伝統芸能「唐子踊（からこおどり）」の巡行ルートにも、今なおこの腰掛岩が含まれている事実は興味深い。

古代の戦神としての皇后の影は、いつしかこの地で、異国との善隣友好や旅の安全を見守る温かな記憶へと昇華されたのだろう。

岩に刻まれた微かな凹凸は、今日も変わりゆく瀬戸内の海を静かに見つめ続けている。







腰掛岩



















吉備真備について



不屈の知識人・吉備真備が遺したもの

日本の古代史において、地方の豪族出身でありながら公卿（右大臣）にまで登り詰めた人物は極めて稀である。その唯一無二の例外とも言える存在が、吉備真備（きびのまきび）である。

彼は単なる優秀な官僚であっただけでなく、二度にわたる命懸けの遣唐使経験を通じて、最先端の学問や技術を日本に移植した「至高の知識人」であった。

彼の歩んだ足跡は、日本の国家形成における偉大なマイルストーンであり、同時に故郷である「吉備」の文化的誇りの源泉でもあり続けている。

吉備真備の歴史的意味は、第一に「実力主義による古代国家への貢献」に集約される。当時の日本は、血統や氏族の格付け（氏姓制度）がすべてを決める階級社会であった。

下級の地方豪族（下道氏）の流れを汲む真備が政界のトップに就任したことは、異例中の異例である。

１７年間に及ぶ１回目の唐への留学で、彼は儒学、天文学、律令、軍事など多岐にわたる学問を修めた。

帰国後は、聖武天皇や光明皇后に重用され、大学頭として官僚養成に尽力し、さらに天平宝字の乱（藤原仲麻呂の乱）では、唐で学んだ兵法を駆使して反乱を鎮圧する武功まで挙げた。彼の存在は、知識と実力がいかに国家を動かす原動力になり得るかを証明した。

第二に、真備は「文化の翻訳者・土着化の祖」としての決定的な役割を果たした。彼が唐から持ち帰った『唐礼』は日本の朝廷儀礼の基礎となり、暦学や天文学はのちの陰陽道の発展へと繋がった。

後の陰陽道の大家である、安倍晴明や芦屋道満などにも大きな影響を与えたとも伝えられている。

また、彼がカタカナの原型を考案したという伝説（囲碁の伝播や文芸の祖としての伝承も含む）が広く信じられてきた事実そのものが、彼がいかに「外来文化を日本に定着させた象徴」として人々に記憶されていたかを物語っている。

真備の導入した知見は、一過性のブームではなく、のちの平城京や平安京の文化の血肉となったのである。

この天才のアイデンティティを語る上で、故郷「吉備（岡山県）」との関連は切り離せない。古くから吉備地方は、出雲や大和に匹敵する独自の強大な文化圏（吉備文化）を誇っていた。

しかし、大和朝廷の勢力拡大に伴い、政治的には徐々に圧倒されていく。そのような背景の中で、吉備の地から現れた真備が朝廷の中枢で圧倒的な存在感を示したことは、郷土の衰退に対する最大の「反証」であり、吉備びとの誇りそのものであった。

現在、岡山県倉敷市真備町（旧吉備郡真備町）には、真備を祀る吉備大臣宮や、彼が中国を望んだとされる「箭田大塚古墳」などのゆかりの地が数多く残されている。

地名として彼の名が現代まで受け継がれていること自体、彼がどれほど地域に愛され、リスペクトされてきたかの証左である。

吉備という風土が育んだ不屈の精神と知的好奇心が、真備という個体を通じて日本の歴史を大きく動かしたと言える。

歴史家の中には、真備を「冷徹な現実主義の政治家」と評する声もある。確かに激しい権力闘争を生き抜いた彼の生涯には、老練な政治的センスが垣間見える。

しかし、その根底にあったのは、命を賭して海を渡り、得た知識をすべて国家の基盤作りに捧げるという、純粋なまでの知識人の使命感であった。

吉備真備という存在は、地方の可能性を中央へ、そして世界の最先端を日本へと繋いだ、偉大な「架け橋」だったのである。

吉備真備の出生地や没地などについては、大和（奈良桜井市など）説が有力とも言われている。が、江戸時代に備中岡田藩主が命じての墓発掘（写真右中）などの記録もあり、諸説入り乱れていることは事実である。

ただ、吉備真備の出身氏族である（下道氏）の本拠地が、岡山県真備町あたりであることには疑いがないと言われている。

地元においては、吉備真備を郷土が傑出した偉人として、誇りを感じるとともに、後世に伝えていく為に様々な智慧を絞っているのであろう。














吉備真備と怡土（いと）城ー福岡県糸島市


高祖山にある怡土城は天平勝宝８年(７５８)大宰府大弐・吉備真備（きびのまび）の奏言によって築造に着手されている。

怡土城は、新羅征討の目的をもった新様式山城である。列石・土塁・壕・城門礎石・望楼址等が発見されている。

ただ、注目すべきは、敵襲が予想される西方に対して遮蔽物がなく城内が露呈されていることである。守備の目的よりもむしろ攻撃的目的を有する新機軸を打ち出しているといえる。

対馬・壱岐を遠望することができ、この一帯の山城から大宰府の大野城へと狼煙によって連絡することも可能であったと考えられている。

これらの山城の存在する糸島平野は、『魏志倭人伝』：「郡使の往来常に駐まる」伊都国であり、大化の改新以後は大宰府主船司の設置された所でもある。

怡土城のあるエリアには、ほかにも古代伊都国に関する古跡が点在している。また、伊都国に関する博物館などもあり、古代の関連資料などを閲覧することもできる。

雷山神護石へは、曲がりくねった山道を行くしかなく、慎重な運転技術が求められる。







城壁の案内板








現代にも残る城壁跡


















吉備における陰陽道伝説地（付録）


岡山県金光町にて、陰陽師として名高い（安倍晴明・あべのせいめい）と（芦屋道満・あしやどうまん）の所縁の地をリサーチしてきた。両者の墓や所縁の地の関しては、これまでも国内各地にてフィールドワークをしている。その上で、両者の墓地推定地などは、複数あることが確認されている。

今回は、岡山県金光町における両者の墓（石塚）である。フィールドワーク時に、偶然にもこの土地の古老（８２歳）の〇〇さんに出逢い、彼のガイダンスを聞きながらのリサーチとなった。〇〇さんの自宅は、安倍晴明の墓のすぐ隣である。これまで、山陽新聞などによる〇〇さんへの取材記事など、多くの資料をいただいたのである。
















〇〇さんのご自宅にて。








安倍晴明塚








芦屋道満塚









和気清麻呂について


和気清麻呂（わけのきよまろ）は、奈良時代末期から平安時代初期にかけて、日本の歴史の転換期を陰で支えた傑出した官僚である。

国家の危機を救った誠実な人柄と、平安京建都に見られる優れた実務能力は、現代でも高く評価されている。

和気清麻呂の名が日本史に不滅の刻印を残したのは、神護景雲３（７６９）年の「宇佐八幡宮神託事件（道鏡事件）」においてである。

時の称徳天皇の寵愛を受け、皇位を窺った僧・道鏡。その野望に対し、清麻呂は命を賭して大分県の宇佐八幡宮へと赴いた。

「天日継は必ず皇緒を立てよ（皇位は皇統の者が継ぐべきである）」という真の神託を持ち帰った彼は、道鏡の野心を打ち砕き、皇統の危機を未然に防いだ。

この直言により清麻呂は道鏡の怒りを買い、「別部穢麻呂（わけべのけがまろ）」と改名させられて大隅国（鹿児島県）へ流刑となる。

しかし、称徳天皇崩御ののちに呼び戻され、再び中央政界へと復帰した。その清廉潔白さと、いかなる権力にも屈しない誠実さは、後世まで「忠臣の鑑」として語り継がれることとなる。

清麻呂の功績は、この政争劇だけにとどまらない。彼は極めて優秀な技術官僚であり、都市計画家であった。

延暦３（７８４）年の長岡京遷都、そして延暦１３（７９４）年の平安京遷都の実質的な推進役を担ったのは彼である。

水害に悩まされた長岡京に見切りをつけ、山背国の北野の地（のちの平安京）を桓武天皇に直言し、遷都を建策した。

さらに、摂津国（現在の大阪）で神崎川と淀川を直結させる難工事を指揮し、物資の流通網を飛躍的に発展させた。彼がいなければ、１０００年続く「京都」の歴史は始まっていなかったかもしれない。

和気清麻呂の強靭な意志と優れた実務能力は、彼の生まれ故郷である吉備地方の風土と深く関わっている。

清麻呂は天平５（７３３）年、備前国藤野郡（現在の岡山県和気町）に生まれた。当時の吉備一族は、大和朝廷に匹敵するほどの強大な経済力と、独自の高度な鉄器製造技術、そして優れた渡来文化を有していた地域である。

清麻呂の属した「磐梨別（いわなしわけ）の一族」（のちの和気氏）は、地方豪族でありながら、中央の政治や先進的な土木・治水技術に極めて明るかった。

清麻呂が平安京の造営や淀川の治水工事で見せた圧倒的な手腕は、吉備の豊かな大地と、代々培われた先進的な技術基盤、そして一族の教育水準の高さがあってこそ開花したものと言える。

和気清麻呂の息吹は、今も各地の聖地に息づいている。和気神社（岡山県和気町）は、清麻呂とその姉・和気広虫（わけのひろむし）を祀る。

周辺には彼らの生誕地とされる館跡があり、今も吉備の誇りとして深く愛されている。宇佐八幡宮へ向かう清麻呂の足をイノシシが守ったという伝説から、境内には狛犬ならぬ「狛猪」が鎮座する。

護王神社（京都府京都市）は、京都御所の西側に位置し、清麻呂・広虫を祀る。平安京の建都という偉業を称え、明治以降も広く信仰を集めており、こちらも「いのしし神社」として有名である。


足立山妙見宮（福岡県北九州市）は、流刑の際、道鏡の刺客に足を傷つけられた清麻呂が、霊泉に浸かって足がたちまち治った（＝足立）という伝説が残る地である。

和気清麻呂という男の生涯を見つめ直すと、単なる「歴史教科書の忠臣」という枠には収まりきらない、人間的な魅力が見えてくる。

それは、権力におもねらない引き締まった倫理観であり、同時に、人々の暮らしを豊かにするための確かな技術的実践力であった。

その強靭な足腰を育てたのは、まぎれもなく古代吉備の豊かな風土と知性である。吉備の山並みを眺めるとき、私たちは１２００年以上前に都の礎を築いた一人の知性派官僚の、真っ直ぐな眼差しをそこに感じるのである。







和気神社にある像








和気神社にある姉・和気広虫の像








和気神社の撫で猪








和気氏の菩提寺・実成寺








伝和気清麻呂墓地








伝和気清麻呂墓地２









備中国分寺と国分尼寺


岡山県総社市に広がる吉備路の田園風景。そのなかに美しく溶け込む備中国分寺の五重塔は、この地を訪れる者の心を捉えて離さない。

しかし、この寺院が持つ歴史的意味は、単なる景観の美しさにとどまるものではない。背後にある歴史のうねりと、対となる備中国分尼寺の存在に目を向けることで、吉備路の持つ真の魅力が浮かび上がってくる。 

奈良時代の天平１３年（７４１年）、聖武天皇は相次ぐ疫病や天災から国を護るため、全国に国分寺・国分尼寺を建立する詔を発した。このとき、強大な古代豪族の拠点であり、独自の文化を誇った「吉備」の地に建てられたのが備中国分寺である。

当時の国分寺は、地方における信仰と文化の中心地であり、中央集権国家を目指す大和朝廷の威信を地方に示す象徴でもあった。備中国分寺の建立は、この肥沃な吉備の地が国家の重要な要衝であったことを物語る歴史的意味を持っている。 

中世の戦火によって当初の壮大な伽藍は一度焼失したものの、江戸時代中期に僧・増鉄らの手によって再興された。現在、私たちが目にする五重塔は文政４年（１８２１年）から弘化元年（１８４４年）にかけて再建されたものであり、県内唯一の五重塔として国の重要文化財に指定されている。 

備中国分寺の魅力は、何といっても「生きた歴史と自然の調和」にある。春には黄金色に輝く菜の花、初夏には可憐なレンゲソウ、そして夏には力強く咲くひまわりが田園を彩る。

その季節折々の花々の向こうに、そっと佇む五重塔のシルエットは、まるで奈良時代から続く時の流れをそのまま現代に留めているかのようである。

誇らしげにそびえ立つ塔でありながら、周囲の素朴な農村風景を決して拒まず、むしろ優しく包み込むような包容力こそが、この場所の持つ独特の情情緒といえる。 

そして、備中国分寺から東に約６００メートル離れた松林のなかに、静かに眠るのが備中国分尼寺跡である。

全国に建てられた国分尼寺の多くはその所在が分からなくなっているが、この備中国分尼寺跡は金堂や講堂の礎石、そして寺を囲んでいた築地塀の痕跡が極めて良好な状態で残されており、岡山県内で唯一、国の史跡に指定されている。 

さらに、近年の発掘調査によって、この尼寺は歴史の定説を覆す驚きをもたらした。これまで「新設された国分尼寺には塔が存在しない」とされてきたが、平安時代のものとみられる塔の遺構が全国で初めて確認されたのである。

国分寺に比べて早期に衰退したと考えられていた尼寺が、この備中の地では平安時代になってもなお、新たな塔を建てるほどの強い信仰と財力、そして独自のコミュニティを維持していた証拠にほかならない。

また、国分寺へとまっすぐ続く、創建当時の道の一部も見つかっており、二つの寺が深く結びついて往来されていた息遣いが、１２００年の時を超えて今まさに解き明かされようとしている。 

華やかに塔を掲げて吉備路のシンボルとなった国分寺と、松林のなかで静かに古代の謎を語りかける国分尼寺跡。

この僧寺と尼寺のふたつが揃って現代に残されているからこそ、私たちは古代吉備の豊かな精神文化の広がりを、より立体的に体感することができるのである。

菜の花の香りに包まれながら二つの史跡を歩くとき、そよ風のなかに、かつてこの地で祈りを捧げた人々の声が聞こえてくるような気がしてならない。







菜の花と備中国分寺

















国分寺から国分尼寺への道



























福田海本部と黒住教本部


聖なる嶺に抱かれて――吉備の中山山麓に息づく福田海と黒住教の祈り

岡山平野のなかにぽっかりと浮かぶように佇む吉備の中山は、古来より人々が神の宿る嶺として仰いできた特別な聖山である。

そのふもとには、備前・備中の両一宮である吉備津彦神社と吉備津神社が鎮座しているが、この山麓にはほかにも日本の近代宗教史において極めて重要な二つの拠点、福田海（ふくでんかい）本部と黒住教（くろずみきょう）本部が存在する。

それぞれ異なる歴史的背景を持ちながらも、なぜ彼らがこの吉備の中山を選び、建立したのか。その理由を紐解いていくと、この土地が持つ深い霊性と不思議な縁が見えてくる。

まず、明治３３年（１９００年）に中山通幽（なかやまつうゆう）師によって開創された仏教系の宗教団体が福田海である。

通幽師は修験道の修行を重ねたのち、「陰徳積善」と無縁仏の供養を旨とする教えを開いた。福田海といえば、全国から集まった数百億個もの牛の鼻輪（鼻ぐり）を供養する「鼻ぐり塚」があまりにも有名だ。

彼らがこの地に本部を構えた背景には、開祖である通幽師が幼少期に吉備津の家の養子となり、この地で育ったという個人的な縁がまずあった。

しかしそれ以上に決定的だったのは、吉備の中山が持つ古代からの「岩石信仰（磐座）」の歴史である。

福田海が結成される前、その境内地には平安時代の歌枕としても名高い「有木（あるき）神社」が鎮座していた。

背後には巨大な磐座である「不動岩（権現岩）」がそびえ、修験道に生きた通幽師にとって、この山が放つむき出しの霊気と古代からの祈りの積層は、まさに自らの信仰を具現化するにふわしい「福徳を生み出す聖地（福田）」そのものであった。

一方で、そこから山の東端へと回ると、豊かな緑に包まれた神道山（しんとうざん）に黒住教の本部がある。

黒住教は江戸時代後期の文化１１年（１８１４年）、今村宮の神官であった黒住宗忠（むねただ）公が、上る太陽を呑み込むという「天命直授」の体験を経て立教した教派神道である。

古くは大元（現在の岡山市北区）に本部があったが、昭和４９年（１９７４年）にこの吉備の中山へと遷座した。

黒住教がこの地を求めた最大の理由は、彼らの信仰の根幹である「日拝（にっぱい）」、すなわち太陽（天照大御神）への祈りにある。

吉備の中山は、ふもとの吉備津彦神社が「朝日の宮」と称されるように、夏至の日に随神門の正面から太陽が差し込むという、古くから太陽信仰と深く結びついた山であった。

さらに、教祖・宗忠公が生前にこの地を訪れた際、地元の講席の求めに応じて自らこの地を「神道山」と命名したという美しい伝承も残されている。

毎朝の日の出を拝み、生気あふれる陽気をいただく黒住教にとって、遮るもののない山の上から美しいご来光を仰ぎ見ることができる吉備の中山の東端は、まさに約束された聖地であったと言える。

修験道の流れを汲み、大地の磐座と無縁の霊を慰める福田海。そして、天空の太陽を仰ぎ、宇宙の親神と一体になることを願う黒住教。

アプローチは異なれど、双方が吉備の中山というひとつの山に引き寄せられたのは、決して偶然ではない。

この山が備前と備中の境界でありながら、古代吉備国全体の巨大な精神的中心軸（聖山）であったからにほかならない。

時を超えてなお、人々の祈りを受け止め、包み込み続ける吉備の中山。その山麓に佇む二つの本部は、私たちが忘れかけている「土地の記憶」と「自然への畏敬」を、今も静かに語りかけてくれている。
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清水正弘



二十歳の時にダライ・ラマ十四世と個人的に出会った事が、世界の山岳・辺境・秘境・極地へのエスノグラフィック・フィールドワークへのゲートウェイだった。その後国内外の「辺（ほとり）」の情景を求めて、国内外各地を探査する。

三十歳代にて鍼灸師と山岳ガイドの資格を取得した後は、日本初のフリーランス・トラベルセラピストとして活動を始める。そのフィールドは、国内の里地・里山から歴史的、文化的、自然的に普遍価値を有する世界各地のエリアである。

また、健康ツーリズム研究所の代表として、大学非常勤講師を務めながら、地方自治体における地域振興のアドバイザーとしても活躍している。

日本トラベルセラピー協会の共同創設者でもある。




  
    
  


OEBPS/media/0000/0405/5998/7066852318253f553cfcce2a63bfa9ea_tn1024.jpg





OEBPS/media/0000/0405/5977/1394eee1991d389ebef23584d7e7c375_tn1024.jpg





OEBPS/media/0000/0405/5982/72d6c734d8438e9b1d7fa9b92ebef4b4_tn1024.jpg





OEBPS/media/0000/0405/5924/eebf85b056846766fc9739b82b33484e_tn1024.jpg





OEBPS/media/0000/0405/5942/b09d798b12fa2416b56d9504b46c1960_tn1024.jpg





OEBPS/media/0000/0405/5994/43052d46ddab295b727cf7f7dd30d704_tn1024.jpg





OEBPS/media/0000/0405/5991/aeac93ec918fea2acd40bdbe8e09a324_tn1024.jpg





OEBPS/media/0000/0405/5919/9418273a292df647194308fac8d5dc71_tn1024.jpg





OEBPS/media/0000/0405/6002/4630ac18d6f4c8d19ec72d99c25f0103_tn1024.jpg





OEBPS/media/0000/0405/5955/915f08e7f17607f5c15cf548f7be9733_tn1024.jpg





OEBPS/media/0000/0405/5923/ebeacc93ab6d22ef81254d5102cb6ed8_tn1024.jpg





OEBPS/media/0018/4690/jacketh4_large.jpg
HROERFE e
RIS \






OEBPS/media/0000/0405/5987/7aca5533509c74b7d272f3c011df496e_tn1024.jpg





OEBPS/media/0000/0405/5944/1af48e85dd93d5f27f621c03e478e93a_tn1024.jpg
- ; o
{g?;?mwémmcwﬂm{rm Hi%@nwvﬁﬁm
STESRER | WRUSV SR BRE HIPRED R g
EEUEQUI VIR RDIURL VOR izjiéL:% s
ugieee EERSRCUHCHIELL BeeRSI (#&319)
FoBHHONN R RS o ERER IS Sre°

RADR SR EEUSEOR 0N EEECHIL ISR
WROSE WO URIKIE VAR RS HABIR KRR

KNTIR S | EREHR] SREEEE Y pkr e BKCEUOL
B0 Mx AR e B HE LRI 00 DG |
SERER SMEREESRECEINRY KREKEKRSET
SHEEEEY BRCHMBBELRRS" 2—sy utas
ORI WOMBE ¢ VER 0 LUBLR 00

o

=4 |

R FEHEYS P RAEQ ORI 147
WW&QNR&@W&MW&E&LT

ERUBLRS iy ey

NS

BEER O R
SREROIREE S 5 0y 2

2RIA suo .

o i
M EGCREIR D na s A






OEBPS/media/0000/0405/5981/46594d9a3e1589f023293bc905be30cb_tn1024.jpg





OEBPS/media/users/0000/0015/2489/avatar_sq144.jpg





OEBPS/media/0000/0405/5948/68ce9fdf2444e4ec943830c194cb612c_tn1024.jpg





OEBPS/media/0018/4690/jacket_large.jpg
H RO EEE
Vo« — I

431
b=
I

i 7K 1E 5A

PRI






OEBPS/media/0000/0405/5928/733bb00417b6f1cb45f304887a2434fc_tn1024.jpg
LA AU

§0 U dinwm RGBT A oRib R0 Rl ge |

5= wtdn

R TS S






OEBPS/media/0000/0405/5976/26715fee7a278dafa7e35d249615b863_tn1024.jpg





OEBPS/media/0000/0405/5986/10e7217689cc551fe6686fbd09e91fa4_tn1024.jpg
gy FWS4od

o

8t
YRR






OEBPS/media/0000/0405/5969/37ba428de774c094f1d4453b93f46487_tn1024.jpg





OEBPS/media/0000/0405/5918/164d846cc8dcf8b80868bfb7f38faa71_tn1024.jpg





OEBPS/media/0000/0405/5953/3c9fdd4f2b9d092bca77a784107276ae_tn1024.jpg





OEBPS/media/0000/0405/5980/f7175d2c8999827259eaf8b838326760_tn1024.jpg





OEBPS/media/0000/0405/5916/aeb41b74a3dece88debac5f5badd9300_tn1024.jpg





OEBPS/media/0000/0405/5966/adf65c3fe1b6b38cb98b69f99672ae25_tn1024.jpg





OEBPS/media/shimaneko_bccks.png





OEBPS/media/0000/0405/5960/7f55ceabc56f79d18e16f45a9550cc39_tn1024.jpg





OEBPS/media/0000/0405/5946/9b469fdd1f242d934f90de764e9fcd0b_tn1024.jpg





OEBPS/media/0000/0405/5926/78e23b84988ef94b701189eda5ca77e6_tn1024.jpg





OEBPS/media/0000/0405/6001/88c9b7fc8611c4ffa73ebba7ecf8b306_tn1024.jpg





OEBPS/media/0000/0405/5917/e6b0b383894b9952745432571fa9e4bb_tn1024.jpg





OEBPS/media/0000/0405/5962/e0c455875e138b9927d43d617f521243_tn1024.jpg





OEBPS/media/0000/0405/5996/b0e5b39951449926dee3b254a0cc8cc6_tn1024.jpg
N
"
-
<
=
L3
L
-
-






OEBPS/media/0000/0405/5963/e297f025f8802d5e6225732c899ba1c0_tn1024.jpg





OEBPS/media/0000/0405/5983/1428dd9e554c9997495452d76f2b4064_tn1024.jpg





OEBPS/media/0000/0405/5949/284cfd64123f3ea311b238c7c02e1017_tn1024.jpg





OEBPS/media/0000/0405/5956/29305f310fd75ce61621340d75db6fec_tn1024.jpg





OEBPS/media/0000/0405/5965/ae72497731ca822ffcc0f815b6abdbbf_tn1024.jpg





OEBPS/media/0000/0405/5972/798367e32381070dc968e4b068ceddc1_tn1024.jpg





OEBPS/media/0000/0405/5954/9fcabd0c391eb6cd7f1628f2fa767f2a_tn1024.jpg





OEBPS/media/0000/0405/5957/536f20555459c1be85d5a33ea806cfed_tn1024.jpg





OEBPS/media/0000/0405/5958/389a1a8cd0bd385508149a2127c9c222_tn1024.jpg





OEBPS/media/0000/0405/5968/5538547d38dd003dc35ee57a1ae06479_tn1024.jpg





OEBPS/media/0000/0405/5959/b5e4693ef93e432c7dff5008c49fc7cc_tn1024.jpg





OEBPS/media/0000/0405/5990/eaee6ea9b2b64a34b11769fcaf220568_tn1024.jpg





OEBPS/media/0000/0405/5912/46427452013f07074a223be65ececf17_tn1024.jpg





OEBPS/media/0000/0405/5967/4554d0454e6ec1880b37508099b10bdc_tn1024.jpg





OEBPS/media/0000/0405/5925/7f87b5d6ea21b907a58d7f992fc4f593_tn1024.jpg





OEBPS/media/0000/0405/5927/5b2f30e610ba1a1324d767476e1999b9_tn1024.jpg





OEBPS/media/0000/0405/5989/7ea1ab4e0579d322f9d2d122cd0144d1_tn1024.jpg





OEBPS/media/0000/0405/5971/ab9962d41c59f15f21bcf04218ab86f7_tn1024.jpg





OEBPS/media/0000/0405/5975/57049770f601e5d6d1a217e5bd3ba95a_tn1024.jpg





OEBPS/media/0000/0405/5974/c1d461ffab1448288884ae9c2eb16532_tn1024.jpg





OEBPS/media/0000/0405/5961/25d09ed749b0b3d5b242d7450033a5c1_tn1024.jpg





OEBPS/nav.xhtml

  
     古代の吉備国フィールド調査　目次


    
      		
        表紙
      

		
        本文
      

		
        奥付
      


    


  
  
      ガイド


      
		表紙


		BCCKSについて


		総扉


		目次


		吉備の残影を歩く―もう一つの古代王権を巡…


		奥付


		表３


		裏表紙


      


  


OEBPS/media/0000/0405/5992/d5379357745e68c1e8d3c03916796d48_tn1024.jpg





OEBPS/media/0000/0405/5997/d223afdf9a17390ab606b9129d7c8ade_tn1024.jpg





OEBPS/media/0000/0405/5993/85585484fcfb9d33971ce02e6c5955fd_tn1024.jpg
mERnERR






OEBPS/media/0000/0405/5950/b1c9bff72b65308ec01ea18b12cd1fd0_tn1024.jpg





OEBPS/media/0000/0405/5964/1f501281a489bce9c956fc9057a3e992_tn1024.jpg
B R ER, SPE >

pREUR L
MEwEAR
b M ARG






OEBPS/media/0000/0405/5988/1e826b4bfd1c4d251c8a3980837cbfec_tn1024.jpg





OEBPS/media/0000/0405/5978/d1cf4906684681198fdf549bff9b2534_tn1024.jpg





OEBPS/media/0000/0405/5921/38bf15d102651f1100538a0ab7a9f83d_tn1024.jpg





OEBPS/media/0000/0405/6000/de5c35fd4e8b8d17164c4cc6e6b2b9dd_tn1024.jpg





OEBPS/media/0000/0405/5952/99d3cdb7b519c3a28c7e91da68e35266_tn1024.jpg





OEBPS/media/0000/0405/5951/eba8634e7b849110939bf5d8ce51988e_tn1024.jpg
BEFEE,/ hEXAKEE





OEBPS/media/0000/0405/5947/14f50a52985a1277c41f53e468c37eb4_tn1024.jpg





OEBPS/media/0000/0405/5945/446c645e9fccb743a810603c2203e4b4_tn1024.jpg





OEBPS/media/0000/0405/5973/652b6354b8336252f0bd6c47aeb25fce_tn1024.jpg





OEBPS/media/0000/0405/5943/425ebb9bb97fe885492ebe32cd9c83ed_tn1024.jpg





OEBPS/media/0000/0405/5970/ee9760745bec93172977089069783aaf_tn1024.jpg





OEBPS/media/0000/0405/5920/b8dd6528400fe7b7a08eb53b1cc4ac95_tn1024.jpg





